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出席者 
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議 題 ２ 行政運営の基本方針（原案）について【総務局】 

議 

事 

要 

旨 

 

【論点】 

・本格的な人口減少社会への突入など、時代が大きな転換期にある中で、市民

の皆様の今の生活や暮らしを支え、豊かな未来をつなぎ、持続可能な市政運

営を実現するため、横浜市役所と職員がこれから「どのような考え方で、何

に重点をおき、どういった姿勢で行政運営に取り組むか」を示した「行政運

営の基本方針」（原案）を策定する。 
 

 

【説明要旨】 

素案から原案への主な変更点 

 ・「重点１ 組織の最適化と職員の能力・役割発揮の最大化」の考え方について、

「能力と意欲のある高齢期の職員を最大限活用する」を、「定年引上げを踏ま

え、高齢期の職員に能力を存分に発揮してもらう」に修正。 

 ・「重点１ 組織の最適化と職員の能力・役割発揮の最大化」の主な取組の方向③

について、これまで重点的に取り組んできたことや人事委員会からの「給与に

関する報告及び勧告」を踏まえ、「障害者雇用の推進」を追加。 

・「基本姿勢」の視点②ＤＸ・データ活用について、行政として「誰一人取り残さ

ない」という考え方を全職員の共通認識として浸透させるため、「デジタルを得

意としない方にも寄り添いながら、デジタル技術を生かし、利便性の高いサー

ビスを効率的に届けていきます。」を追加。 

 

【主な意見等】 

 ・基本方針に沿って、早期に具体的な取組を進めていくこと。 

 

【結論】 

局案について了承。 

  


